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兵庫県のダイコクコガネ
SS)

橋寿郎

(兵庫県甲虫相資料． 1

白一
同’

自然， 2巻， 1～5号， 1967。澤一至蕾面

蕗ずむ力ぎみ〃、闇

兵庫県産糞虫類研究史

のl吉

概略的に兵庫県産の糞虫類の研究史を眺めて見たい。

糞虫類全部（コブスジコガネ，センチコガネ科， コガ

ネムシ科，アカマダラセンチコガネ，ダイコクコガネ，

マグソコガネ亜科）をふくんだものである。

されない道路を牛・馬車が往来しこれらの排泄物はい｜

くらでもあった。肥料にも獣糞・人糞の使用があった

時代であるからこれをとりまく糞虫類に接することは

大変楽であり身近な虫として考えていた。この様な状

況は次第に変化して現在ではその当時が想像出来ない
〒－一‐ . －‐ - .－一一 ~－ ~‐ ~ ~ ~‐ ~~‐--

ようになっていることは確である。従って糞虫に接す

1875.Waterhouse,C.O. OntheLamellicornCole-

opteraofJapan.

Trans.Ent.Soc・London,Part.1:71-116,pl.ⅡI．|ることも次第に限定されて来たし困難にもなって来て
いる。棲息していると言うことは比較的楽に証明出来

|るが絶滅したとか、いなくなったと言い切ることは非 G.Lewisの採集品に基いて発表された日本産鯛角類

に関しての論文である。記録された種は1新属， 55新

種， 1新変種をふくむ114種である。 兵庫・神戸産の

糞虫類は8新種をふくむ11種が記録されている。勿論

この論文が兵庫県産糞虫に関する一番古い文献になる。

同時に兵庫県産の糞虫類のほ静大部分の種が神戸から

記録され、如何に当時の神戸市内に糞虫類が多かった

かがうかがえる。 8新種の内現在シノニムで消える種

力ざ1種と他種の亜種と扱われる種が1つある。その他

は現在でも有効である。一応種名のみ記しておくP.73,

mcco6jWs 6""おヒメコエンマコガネ。 P.78,

0"娩妙〃""s "j〃"s ツヤマルエンマコガネ． p､79,

O. oce/"o-pz"zc〃"‘s アラメエンマコガネ． p.80,

A"odi"s""0γ=A.のmp"07wSﾉ6"吻Bowz"s Sol.

skyセマルオオマグソコガネ． p､89,A.""gz""s

=A.の""ﾉ"sﾉ’"s""sW"gz""s コマグソコガネ．

p.91-92, A."""ﾒ"s クロツヤマグソコガネ． p.92,

A."盤ひsosM""s スジマグソコガネ． p.94-95,

ハビzzz"@odi"sco""“"sセマルケシマグソコガネ。

常に困難である。このあたりで兵庫県下での糞虫類の，

|分布状況をまとめておき度いと思うが､何分にも以上，
述べた様な状況下では可成り難い､点が多くあり大変｜不充分なものになったことは残念である。

一応本報では糞虫類の内ダイコクコガネ亜科(Scar-

abaeinae)に就いてのみまとめた。マグソコガネ亜科

!(Aphodiinae)に属するものに就いては稿を改めたいと

思う。

センチコガネ類(Geotrupes)に就いては最近筆者力ざ

まとめているのでそれを参照して頂きたい（1979)。ま

たアカマダラセンチコガネ亜科(Ochobaeinae)のもの

は兵庫県には1種しかいないのでこちらは今回の報文

に含ませて頂いた。

現在の日本産のダイコクコガネ亜科は7属， 42種，

3亜種でその内本州にのみ産するのは5属， 24種であ

る。兵庫県下には5属， 16種を産することがわかって

いる。

尚日本産の糞虫類に就いての同定は可成り充分な文

献があるのでそれ程困難ではないと思うが特に次の文

献は重要である。

中根猛彦，塚本珪一。 日本のダイコクコガネ。あき

つ， 4巻， 2号, p.44-501955． 中根猛彦． 日本の

こ力罫ねむし III,Ⅳ、昆虫学評論, 1,2号, p.23-27,

53-57, 1956．原色昆虫大図鑑, II,甲虫篇, 1963.

益本仁雄， 日本産コガネムシ類解説, I-V・昆虫と

1875. E.v.Harold VerzeichnissdervonHerrnT

LenzinJapanesegesammel-

tonColeoptera.

Abhandl.Nat・Ver・Bremen,

Ⅳ：283－296．
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1897.Sch6nfeldt,H.v.CatalogderColeoptera

Japan・DritterNachtrag.

Jahrb.d.nass.Verf.Nat

50:99-144.

1874～1880年間商人として神戸に滞在したLenz,

Tuisonが神戸で採集した甲虫をHaroldが研究して

2篇の論文を発表しておりその第1報である。 3新種

の糞虫が記載されている。いづれもその学名は現在も

有効である。新種は次のとおりである。p.290, 0"娩一

”"αgwsMo"た"sヤマトエンマコガネ. 0.ん"zガ

カドマルエンマコガネ. p.291, Q〃〃""sマルエン

マコガネ．

兵庫・神戸から7種の糞虫を記録している。

1901大上宇一． 播磨産金亀子科。

動物学雑誌13(156） ：321-323。

1876. E､v.Harold.BerichtibereineSendung

ColeopterenausHiogo.

Abhandl.Nat.Ver.Bremen,

V: 115-135．

日本人によって兵庫県産糞虫類の初めての記録がこ

の報文である。当時はまだ充分な文献が無い時代であ

るから大上氏による一連の播磨産甲虫類の報告種は学

名の無いものもあったり現在使用されていない和名で

書いてあったりしてその標本が現存していない状況下

判定力ざ出来難い種もふくまれている。筆者はこの報文

と同一著者が1907年に発表した播磨産金亀子虫につい

て検討をしたことがある (MDKNEWS,Vol.25,No.

2,p､17-21,19731

本報文では7種の糞虫が記録されている。ダイコク

コガネの記録がある。この報文で取扱れた播磨産とあ

るのは著者の住所からして揖保郡を中心としたもので

あると考えられる。このあたりのコガネムシ相の報告

はその後出ていないのでその意味からも二重に重要な

報文と言えると思う。

前回の論文に続いての第2報である。この論文では

1975年Waterhouseが日本産で新種記載したコブマル

エンマコガネを兵庫より記録している。

1879． Heyden,L・DieColeopterologischeAusbeut-

esdesProf.Dr.ReininJapan

1874-1875.Deut.Ent.Zeit.,

XXIII,Heft. II :321-365.

本報文はProf.Dr.ReinJohan,J.の日本での採集品

の中甲虫類のみを同定したものである。この中で兵庫

県産糞虫類3種を記録しているがいづれも新種ではな

い。 1907.大上宇一． 播磨産甲虫類．

昆虫世界， 11(116） ： 159-161.

1887. Sch6nfeldt.H.v. CatalogderColeopternv-

onJapanmitAngabeder

beziiglichenBeschreibung-

enunddersicherbekann-

tenFundorte.

Jahrb.d.nass.Ver.f・Na-

turkunde40:31-204.

糞虫類は5種が記録されている。今回の報告には一

応全部学名がついている （現在では訂正しなくてはな

らないものが多いが一一兆G.Lewisの蝋日本甲虫目録〃

（1879）の番号も各種についている。前回記録された

ダイコクコガネがこの報文では入っていない。ツノコ
ガネとダイコクコガネのこの地域での分布は余り良く

わからない。

Hiogo,Kobeから14種の糞虫が記録されている。勿

論新種記載の種はない。 1933．関公一．御影町附近産の甲虫目録（其の一)。

昆虫界， 1(3) ：251-253.

1895． Lewis,G OntheLamellicornColeoptera

ofJapan,andNoticesofothers

Ann.Mag.Nat.Hist.Ser,6,

XVI:371-408.

御影町即ち東部神戸市を中心に摩耶山、六甲山産を

ふくむ地域での甲虫目録なのである。糞虫は11種が記

録されている｡この中ではツノコガネが注目される。

たず惜しまれるのはデータが全く無いので当時の状況

をうかずい知ることが出来ないのが淋しい。日本産鯉角類23新種をふくむ75種の記録があるが兵

庫県産糞虫類は2種が記録されているだけである。
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1934．関公一．大阪・神戸附近の金亀子虫．

昆虫界， 2(9) ：308-313.
その当時舞子に産じたダイコクコガネに就いて説明

をした。

データが充分でないので糞虫は15種記録されている

がこの内神戸産がどれどれかはっきりしない。たぎ箕

面山に産するとしてある種が6種ある。現在の知見で

学名の変るものもある。

1940.高橋寿郎．神戸再度山附近産の甲虫目録(五)．

昆虫世界,44(514） ： 169-172.

9種の糞虫類を記録した。

1936．戸沢信義．紫水遺稿，別巻．

芝川家所蔵昆虫標本目録A,333p
1941．高橋寿郎．神戸附近の金亀子虫に就いて.

昆虫界，9(86）：217-241.

芝川又之助氏の採集された標本目録であるが須磨で

採集された2種の糞虫の記録がある。
13種の糞虫を記録している。若干同定間連もある。

加藤正世博士に同定してもらったユミガ･タエンマコガ
ネはマルエンマコガネに変る｡， ， , ・ 、

1937．城崎誠．厳寒中にセマダラマグソコガネを採

集す。

昆虫界． 5(40) :429.
1941．高橋寿郎．ユミガタエンマコガネ(Onthophagus

yumigatanusMatsumura)の崎型

に就いて．

虫の世界． 4(3/4） ：25．武庫郡魚崎町の人糞の肥料から1937年1月20日 150

exs､採集と言う記録である。 もっともこの種は冬の季
節に採集出来る種である。 神戸市鵯越産1田で紹介。当時牧場があったが現在

高速道路になっている。O.viduusマルエンマコガネ

の間違いである。1937．北村達明．兵庫県出石郡神美村で採集した蝶と
コガネムシ

昆虫界， 5(43） ：634-636. 1941．増田猛，橋本直也．一中附近の昆虫.A5,39p

6種の糞虫の記録あるも和名のみでありデータも無
い。

12種の糞虫が記録されている。

1943．高橋寿郎．神有沿線甲虫相(六)．

昆虫世界, 47(548) : 102-104.1937．北村達明．須磨附近産金亀子科目録．

昆虫界． 5(44） ：717-721.

14種の糞虫を記録している。

10種の糞虫の記録がある。

1943・高橋寿郎．神戸産糞虫類に就いて．

昆虫界, 11(112) :301-304.19386谷口和義．近畿地方から新たに記録さるべきマ

グソコガネ属5種に就いて．

博物研究． III :5-6. 21種記録しているが同定の間違い、学名の訂正を要

するものがある。

5種共Sp.でその形態が紹介されている。 2種が神

戸多井畑，武庫川産である。これだけで種名の判定は

若干無理のように思われる。
以上古い所の研究に就いては局所的な報文でも一応

代表的なものは説明してきたが所謂る県下全般を眺め

た糞虫に関する報文と言うものは残念な力ざらあらわれ

なかった。終戦後になって筆者は兵庫県全般を対象と

した報告を次のように発表した。

蝋兵庫県産糞虫類に就いて（第1報)〃 （兵庫生物，

Vo1.2,No.%,P232-236, 1954) (24種を記録兆．兵庫県

1939．高橋寿郎．神戸産甲虫雑記．

兵庫県博物学会々誌． （18） ：51

－53．
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本亜科の日本産は1属2種2亜種力ざ知られている。

本州産はこの内1種のみであり兵庫県にも産す。

Waterhouseにより 、Shimabara.Onespecimen

fromadeaddog,May;asecondfromTagami,in

abottlesetwithmeat"と記され図を入れて記載され

ている (Trans・Ent.Soc.London,p､95-96,pl.m,f､1,

1875)｡Lewisも蝋Kiushu〃を産地に記録された(Ann.

Ma9.Nat.Hist.,xvi,p､385,1895入

加藤正世博士は原色で図説をされ（分類原色日本昆

虫図鑑，第八輯, p1.41,f.1,1933),また詳しい図入りで

紹介をされた（昆虫界,VOl.5,No.45,p.782-783,1937.

武蔵野昆虫誌p.173-174,1938. 共に命名者名をどう

したわけかWestwoodと間違っておられる。図鑑の方

は正しいL当時この虫を採集したいものだと大いに刺

戟を受けた印象深い図であった。分布は本州，台湾と

なっているが恐らく本州，四国，九州に分布している

だろうとされ－この点原記載をよく見ておられない

のかとも思われるが。春と秋に採集出来るので多分年

2回の発生ではないかとのべられ，飛翔は地上すれす

れに蝿のようであるとも書いておられる。よく飛ぶ種

であることは野村鎮氏も大図鑑の中でのべられてい

る（1963兆林長閑博士は成虫は6月ごろから出現し，

夕方によく飛ぶ。幼虫は腐植物か腐肉を食べるものと

思われると記しておられる（学研中高生図鑑,昆虫Ⅱ，

1975入尚黒沢良彦博士は本亜科並びに2つの属Codoc-

era,Ochodaeusに属する日本，台湾産を主体とした5

種2亜種の分類学的論文を発表しておられる (Bull.

Nat・Sci.Mus.TokyoVOl.11,No.3,p.235-243,1968)｡

現在の分布地としては本州，佐渡島，四国，九州で

あるがいづれの地でもそれ程多くいる種ではないよう

である。

兵庫県下からは猪股涼一，岡本清両氏の採集され

た3頭が知られているだけで筆者は御両者の好意で全

部を見せて頂くと共に岡本氏が笠形山で採集された1

平を頂いて現在保管している。それ以後県下で採集さ

れた記録を知らない。調べなくてはいけない種である。

産金亀子虫科雑記"(兵庫生物,Vol.3,No.3,p.119-120,

1956)（5種の糞虫の記録%、兵庫県のコガネムシ〃 （兵

庫生物,Vo1.5,No.%p.252～259,1967)(42種の糞虫を

記録)｡、兵庫県のコガネムシ訂正並びに追加〃 （兵庫生

物,VOl､5,N0.5,p4414,:1968)｡

これらの報告以外県下産糞虫類全般を取扱った報告

と言うものは全く見出すことは出来ない。一方部分的

なファウナの中に含まれたものは可成りある。今それ

らの内代表的なものを若干地名と報告者名と発表年代

を記しておく （詳しい表題は拙著、兵庫県産甲虫類に

関する文献目録，改定版， 1981"を劉圓して頂きたい%

淡路島（堀田， 1959, 1974，久松， 1973, 1974,高

橋， 1976, 1979)｡川西市能勢，川辺郡猪名川町(仲田，

1970, 1978, 1982)｡出石郡（高橋, 1963)｡氷上郡（山

本， 1954, 1958，足立，畑中， 1955)｡城崎郡（春沢，

1968)｡多可郡（猪股, 1960,西脇, 1965,奥谷,1976)。

神崎郡（西村， 1954，勝屋， 1971，高橋， 1978)｡相生

市三濃山（高橋， 1977)｡但馬地域（高橋, 1975,1976,

1978, 1981,谷角， 1982)，氷の山(中根， 1953,高橋，

1966)b扇ノ山（湯浅, 1960, 1963,辻，岸田, 1972)。

氷の山，扇ノ山，三室山一音水，赤西（奥谷，高橋，

1974)。

兵庫県産糞虫類の現在までの研究の概略を説明して

見た。このあたりで県下の総括的なまとめをしておく

意義はあると考えている。

尚余談ではあるが日本産の糞虫の研究を眺めて見る

と2つのブームがあったように思われる。即ち第1番

目のブームは松村松年博士が多くの日本産糞虫の新種

をインセクタマツムラナに発表になられた(1934,1936,

1937）こと力欝火付けになり多くの若い研究者が糞虫の

採集，調査，研究を始められた。例えば饒平名智郎，

野村鎮，松岡勝輝，中根猛彦の諸氏の活躍ははなば

なしかった。そして終戦後になって中根博士，野村

鎮氏が再び研究を始められたのが第2回目のブームに

つながったと思われる。後藤光男，塚本珪一，益本仁

雄氏も加わり生態方面では水田国康，三宅義一，谷

幸三氏等の研究報告は貴重であった。そして調査の範

囲力爵沖縄諸島，南西諸島，台湾に及んだ。現在の日本

産の糞虫と言うものはほざその全貌を現わしたと見る

ことが出来るのではないだろうか。

産地：多可郡笠形山(1ex.,26-m-1965,K.Okamoto

leg.,inhiscoll.] (1f,27-m-1970,K.Okamotoleg.,

in'IXTakahashiscoll.),加美町三国岳[1ex.,31-V-

1959,R.Inomataleg.inhiscoll.]｡*

*産地の所で〔 〕の中のものは記録の引用。 （ ）の

中のものは筆者標本所有のもの。

SubfamilyOchodaeinaeアカマダラセンチコガネ亜科

GenusOchoddeusServilleｱｶﾏダﾗｾﾝﾁｺガ禍

『.OchoddeusmqculqfusWaterhouse, 1875

アカマダラセンチコガネ(図1,9）
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SubfamilyScarabaeinaeダイコクコザネ亜科

GenusPdneIusLewisマメダルマコガネ属

1.PqneIuspqrvuIus (Mterhouse, 1874)

マメダルマコガネ

（図2,9）

Waterhouseにより南日本（産地名なし）から刀”‐

〃”んC"O""γzﾉ"/"郷として記載された(Ent.Montl.

Mag.,X: 175-176, 1874),翌年産地を蝋Fukuoka:

Nagasaki,incow-dung.MarchandApril〃として記

録された(1.C.,p.72-73, 1875)b

1895年にG.Lewisはこの盃”γ""伽沈をタイプと

して新属Panelus属を創設肋"g/"s"7'zﾉ"〃sとされた

(Ann.Mag.Nat.Hist.,6,xvi,p.375-376,fig.1,2,1895),

図を入れて記載されると共に産地に就いては､Nagas-

akianditsneighbourhood.Occurusunderdeadlea-

vesintheearlydaysofApril,anditsnotuncom-

mon〃と報じておられる。

1956年には中根猛彦，塚本珪一両氏による詳しい解

説が発表され(Entom.Rev.Japan,7巻,1号,p､24-25),

中根博士は原色で図説された（原色昆虫大図鑑, II,

甲虫篇， 1963)。

大変小さい種であり （体長2.5～3mm),主として森林

中の落葉下や朽木樹皮下から採集されるので一般には

目につく機会が大変少いので従来から県下からの記録

はほとんど無かった。

最近神戸市内でもピットホールトラップで結構採集

出来ることがわかった。恐らく市内の雑木林あたりに

は多くいることであろうし県下全般にも広く分布して

いるように考えられる。

分布は本州，御蔵島，冠島，四国，九州，台湾であ

る。

産地：三原郡諭鶴羽山〔久松， 1973〕・ 川西市笹部

〔仲田， 1979〕・神戸市須磨･妙法寺(2cxs., 11-m-19

78, 6exs.,m-1979)｡加東郡東条町森(2exs., 7-W-19

84)。

では今迄に1種も分布していることがわかっていない

ものである。詳しい採集データもついていないし、採

集者もわからない。またその後の記録も全く無い。ど

の様なものかわからないので一応現在の日本のコガネ

ムシの仲間からは省いておいた方が良いと考えるし、

兵庫県のコガネムシとしても保留種としておく。

GenusCopriSGeo什royダイコクコガネ属

2．CoprisqcufidesMotschulsky,1860

ゴホンダイコクコガネ（図4,10）

MotschulskyによりJapanより記載された種である

(Etud.Ent.tome,9,p.13,1860)。

Waterhouseは､Hiogo,Osaka;usuallyabundantin

Sandyplaceswhereitoccurs〃として記録しておら

れる (1.C.,p.75,1875)｡ LewisもﾞAbundantinall

theislandsinsandyplaces〃と記録された(1.C.,p.

377,1895)。

比較的学名にも問題も無く現在に至っている。た静

Balthasar博士が日本から記載された2種即ちC.fra-

nkenbergeri (Entom.Blatter,xxx,1934,p.146),C.m-

ulleri(FoliaEntom.ii,1939,p.42)は共に本種のシノ

ニムであろうとのこと （中根， 1955)｡後､命名者Balt-

hasar博士自身の著書でもそのように扱っておられる

(I.C.,1963,p.356-357,Tf.xxii,fig.1)。

本種の幼虫は林長閑博士が職ダイコクコガネ属の

幼虫〃として図説しておられる（日本幼虫図鑑,p.538,

f.1017,1959兆その生活史に就いては水田国康，三宅義

一氏の、ゴホンダイコクの飼育伽 （北九州の昆虫,5巻，

2号, p.23-29,pl.,1958)の中に詳しくまた水田国康

氏は講談社版， 日本昆虫記Ⅳ(1959）の中で蝋クソムシ

の巣'p.147-181と題する糞虫類の生活史の中の大部分を

占める報文としてまとめられている（この報文は同社

版全集日本動物誌，第28巻， 1984の中にもふくまれて

いるl

兵庫県下には広く分布している種である。最近は採

集出来る場所が仲々見つけにく 、なっている。特に都

市周辺では採集が困難でありどの様な生活をしている

のかわかりにくい（かつての神戸市内にはいたようで

あるが)｡多可郡，美方郡下では結構多くいる種である。

産地：津名郡岩屋(13,1¥,24-V-1942)｡洲本市

中津川，相川，由良日の出〔登日， 1983〕･三原郡諭鶴

羽山〔堀田, 1974]｡Hiogo(Waterhouse,1875)･神崎

郡大山村（2伊罰， 3早早， 23－Ⅸ-1952, 9毎忽,10旱

早早， 4－Ⅸ-1955） 〔西村,1954〕，大河内町川上（1

ざ1， 17－Ⅸ-1977)｡多可郡三谷(12ダダ， 7早乎， 15－

Ⅸ-1944, 1ダ， 2－Ⅷ-1975, 16訊訊， 10早乎， 26－

OGj"""o此"γ〃s(Rz7WWz"op"2""Sﾉs"es池加"た"s

Balthasar,1955に就いて。

Tribus動""""AGenusGywz"OPん"〃Isllligに

属する上記学名の亜種がBalthasar博士によって兵庫

県の武庫川産で記載されている(Mitt.-Miinch.Ent.

Ges.44-45:395, 1955． Japan,MukogawaLandbez-

irkHyogo-ken),そして同博士の大著Monog・Scarab

u.Aphod.(1) :217, 1963にも収録されている。原亜種

はPPhilippinen産である。このグループの糞虫は日本
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Ⅶ-1975, 19忽乳11子早， 13－Ⅸ-1975, 163罰，

3早子， 4－Ⅸ-1976),三国岳（1硯， 1手， 22－Ⅷ－19

55,K.Okamotoleg.)｡氷上郡神楽〔山本, 1958)[13,

13-Ⅷ-1950,YYamamotoleg.),葛野〔足立,畑中，

1955〕・出石郡出石町福見〔高橋1963, 1981〕・美方郡

扇ノ山〔湯浅， 1964.,辻，岸田， 1972，高橋， 1981〕，

村岡町耀山，美方高原〔谷角， 1982〕。

1895〕,舞子(1罰，Ⅷ-1938,RIrukawaleg.)｡神崎郡

大山村(4ダダ,2早早,23-Ⅸ-1952,17訊訊,14旱平,4-Ⅸ

-1955） 〔畑中,1954〕,神崎町〔石飛,1971〕･多可郡三谷

(1忽,1早,15-Ⅸ-1974,1￥,29-Ⅸ-1974, 3ダダ， 2－Ⅷ-

1975, 7忽忽,8尋早， 26-Ⅷ-1975, 2罰罰,3￥旱， 13－

Ⅸ-1975, 6罰研,3早早， 4－Ⅸ-1976)，三国岳(1乳1

¥,22-W-1959,K.Okamotoleg.)｡揖保郡〔大上, 19

01〕・氷上郡神楽，久下〔山本， 1958〕，遠阪，葛野〔足

立，畑中， 1955〕･出石郡正法寺〔高橋， 1963, 1981〕･

養父郡鉢伏山麓高原['EYamaguchi leg.,1973),鉢伏

山〔高橋， 1981〕，関宮町葛畑〔谷角， 1982〕。

3.Coprisochus(Motschulsky,1860)ダイコクコガネ

（図4， 10）

MotschulskyによりJapanよりQ"伽z7'si"soc""s

として記載された(1.C.,p.13,1860)b

Waterhouseは、SimabaraandHiogo,andother

sandydistrictsinKiushiuandNipon.Veryabund-

ant〃として記録された(Copris属) (1.C.,p.74,1875)。

Heydenはm"/加7'sj"s属で蝋InselKiushiu〃より1

罰を記録(Deut.Ent.Zeit.,XXIn,p.339,1879)。

Lewisは1879年に「日本の甲虫目録」を発行されそ

の中で本種をm"肋α畑zzs属で収録されたのを1893年

の報文でCopris属に変えておられる (Ento､26:150%

そして1895年にはαp油とm"/加'7"嘱の違いを述べ

た上でCOp疏の種として、Simabara,Kobe,Nikko

andHakodate.Abundantonsandyareas"を記録さ

れた(1.C.,p.377)。

ReitterのBest.－'Ihb.(24),1892,p.216には､Suifun,

Mongolei,China,Japan"力撞地に挙げられている｡新島，

木下両博士は満州産を図説された(Rep.First.Sci.

Exp.Manchu.,m,55,p､8-9,pl.1,f.4,1937)。

比較的一般に良く知られた種でありほとんどの図鑑

類に図説されている種で分布も可成り広く北海道、本

州，佐渡島，三宅島，壱岐，九州に産するが四国での

記録が無いようである。国外では朝鮮，済州島,満州，

北支，蒙古となっている。

兵庫県下の記録は古くからあり、戦前は神戸市内並

びに周辺でも稀に採集出来たが戦後の開発でさっぱり

姿を消してしまった。

恐らく県の中央部から北には分布していると考えら

れるが本種も採集地点の発見力：難しいのでその分布状

況とか生態状況がつかめない現状である。生活史に就

いては同属のゴホンダイコクと似ていると推察される。

尚生野よりミヤマダイコクコガネCoprispecuari

Lewis(2exs.,26-Ⅷ-1971,井上, 1972)の記録があ

る。標本が見られないので何んとも言えないがダイコ

クコガネとの区別は必ずしも容易でないので或は本種

のこともわからない。一応本報文では保留しておいた。

産地：兵庫(Waterhouse,1875)・神戸[Lewis,

GenusCqccobiusThomson コエンマコガネ属

4.CqccobiusbrevisMterhouse,1875

ヒメコエンマコガネ（図,11）

Waterhouseにより 峨Hiogo:Osaka.Insandypla-

ces.〃として記載された(1.C.,p.73,1875)。

中根猛彦，塚本珪一両氏の図説(1956)，中根博士の

図説(1963)がある。分布は本州，九州，対島が知られ

ている。

兵庫県下での記録は余りない。現在の県下での分布

状況カミよくわからない種である。

産地：川辺郡猪名川町民田〔仲田， 1978〕・兵庫[W

aterhous,1875)・美方郡扇ノ山〔湯浅, 1963,辻，岸

田， 1972，高橋， 1981〕。

5.Cd"obiusjessoensiSHarold,1867

マヘカドコエンマコガネ

（図， 11）

Haroldにより ﾞJapan〃を産地に記載された(Cole-

op・Heft,ii,p.100,1867)｡WaterhouseはHakodateか

ら記録（1°C.,p.73,1875)｡

Haroldが'Ibkio産で記載したC加允"OCg力加〃sは

本種のシノニムである (Deut.Ent.Zeit.,xxi.2:349,

1877)b

また松村博士の記載された次の種が全部本種のシノ

ニムである。

C〃0宛〃(Ins.Mats.,9巻,%号, p.67,1934)｡C.

s"Po"oelzsis(1.C.,11巻,老号, p.64,1936),C棚加万一

g"sis(1.c.,p.65,1936) ,Ca"@"ZSα""s(1.c.,11巻,3

号, p.121,1937),C〃'tzj"""zi(1.c.,11巻,%号,p､62,

1936)。

分布としては北海道，本州，佐渡島，四国，九州で

山地の日なたの牛・馬・羊糞に集り、人糞でも採集さ

れると。

兵庫県下での産出状況は余りよくわからないが北部
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山岳地帯に広くいる種ではないかと思われる。淡路島

での産は注目されるべきではないだろうか。

産地：三原郡諭鶴羽山〔堀田， 1974〕･神崎郡大山村

〔西村、 1974〕・多可郡三国岳(1ex.,13-W-1950K.Ok

amotoleg.)b氷上郡神楽村(1ex.,9－Ⅷ-1950,YYa-

mamotoleg.)[山本,1958)・豊岡市妙楽寺〔高橋, 1975

1981〕・美方町扇ノ山〔湯浅,1960,辻,岸田,1972,高橋，

1981,谷角,1982〕，美方町熱田,美方田(谷角,1982〕。

けられている。￥では横の隆起が2本ある。犬糞を特、

に好み、人・馬糞さらに鶏糞にも来るようである。南

方系の種と言える。特に盛夏の7－9月カゴ割合多く見

られる。たぎし現在兵庫県下でも神戸市、明石市の南

側海岸線ぞいだけにしか見られないがどのあたりまで

分布しているのかもう少々詳しく調べて見ないとわか

らない。 とにかく神戸市内では大変多く見られる。

原色による図説が後藤氏（1955)， 中根博士(1963）

とある。

産地：神戸市摩耶山（1手, 20-V-1964),夢野大師

参道（2罰罰， 1早， 24-Ⅶ-1966)，烏原（13， 4－Ⅸ-

1966, 3罰毎， 17-Ⅷ-1969, 3訊ケ1， 2手手, 23-V-19

71, 1罰， 1¥， 8－Ⅷ-1976, 1旱， 14-Ⅸ-1983, 3罰毎，

9早早, 23-V-1983, 2畝叡,W, 25-V-1983)。明石

市明石公園（1¥， 3－Ⅶ-1976)。

aCqccobiusunicornis(Fabricicius,179a

チビコエンマコガネ

（図， 3， 12）

FabriciusによりCbp沈属で記載された種('Iifangue-

barintheCopenhagenMuseum,Ent.Syst.Suppl.

1798,p.33)である力欝1801年にはC〃"伽〃isとして記

載されている(Syst.Eleut.i,1801,p.52)｡WJunkCole-

op.Pars.90,p､149,1927では産地はIndienだけである。

Arrowはmcco〃"s属で図入りで記載されている(Fa･

unaBritishlndia,Coleop.Lamell. IH,p,145,f､9,1931

)｡この時点では日本の分布は入っていない。尚その時

O"肋O'"EzIs"犯加〃魔Boucomont,1914,O."伽"℃､

gPsFairm.1893も共にシノニムとされて分布はCeylon,

Assam,E.Bengal,Tonkin,China,Java,Borneo,Phi-

lippineIs・MalayPens.となっている。

Boucomontが発表したFaunel'EmpireR･an.HI,

Colop.Scarab.I'Indochineに図入りで説明しているが

分布には日本が入っていない(p.83-84,fig.53,1945)b

日本からの記録は中根博士が蛾本邦産ダイコクコガ

ネ群の種名の検討〃の中で松村松年博士が九州，台湾

産で記載されたC"加α"c"〃(Ins・Mats.,11巻,%号，

1936）が実はこの〃"畑γ"isのシノニムで日本では未記

録の種として和名もチビコエンマコガネと名付けられ

たものによる （動物学雑誌， 57巻， 4号,p.56,1947)。

本州からの記録は中根，塚本両氏の解説の中に於い

てざあり （昆虫学評論， 7巻， 1号， 1956),同じく後藤

氏が南大阪における産地を詳しく報告されたのによる

(1.c.).その後加治木氏も大阪の北部から記録され(1.c.,

7巻， 2号， 1956)，筆者も神戸市から記録した(1.c.,18

巻， 2号, 1966J

Balthasar博士のMonog.Scarab.uAphod.2,1963

にも日本の分布はC""@α"c""の産を掲げられている

だけであった。

分布は始めに記した様に広いが日本では九州以外本

州では神戸・大阪・生駒山付近が北限であろうとのこ

とである（益本， 1967)。

罰には頭部に1本のツノがありuni-cornisの名がつ

ZOnfhophqgusqferWaterhouse, 1875

クロマルエンマコガネ（図,5，12）

Waterhouseにより輔NiponandKiushiu・Abunda-

nteverywhere〃として記載された種である(I.C.,p.76,

1875)。

普通に産する種で獣・人糞を食べるほか腐肉にも来

る。出現期は3～12月と可成り長い。場合によっては

2月にも見られる。幼虫に就いては山下・小島・三宅

氏等の詳しい報文がある（げんせいNQ35,1978,NQ38,

1980)b

分布としては北海道，本州，佐渡，八丈島，四国，

九州，台湾，朝鮮，支那，東シベリヤと大変広い。

松村博士の命名されたO.c加ze""""ss,0."z(ﾉα"-

α""s(Ins.Mats.,11巻, 4号, 1937)｡Balthasar博士の

命名された0.ce7'"yi(ForiaZool.etHidrobio1.8,2:

312,1935）のいづれも本種のシノニムである。

兵庫県下にも広く産する種である。

産地：津名郡岩屋(1罰， 26-Ⅳ-1959)｡川辺郡猪名川

町杉生新田〔仲田， 1982〕･ 川西市笹部〔仲田,1978,

1982〕，西畦部能勢川々原〔仲田， 1982〕･神戸市御影

〔関， 1933〕’六甲山(2罰罰,W, 8-V-1955, 1c7,

2早早， 21-Ⅷ-1958, 1罰， 2早早, 20-Ⅷ-1961),摩耶

山〔増田，橋本， 1941〕，保久良山(2exs.,1-V-1975),

教育植物園（1子， 9－Ⅶ-1961)，烏原（1乳5－Ⅳ-193

8, 4罰乳23-111-1939, 3罰罰,2早早, 24-1n-1939, 1

乳24-Ⅶ-1939, 17, 15-11-1952, 1ex.,2－Ⅶ-1972,

1ex.,23-W-1972, 1ex., 6-W-1972,W, 5-V-1974,

1ダ， 25-Ⅵ-1982)，鈴蘭台(17, 22-X-1939),山の

街(1c71, 3-V-1950, 17, 15-W-1951),丹生山(93

ざ'’ 12早早, 5-V-1956, 3ダダ,W,10-V-1959),
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3罰罰,2早早,14-W-1976,3#,2-m-1980,2伊額,3¥￥

4-m-1980,4伊乳1旱,16-Ⅶ-1981,2早早,9-Ⅵ-1982,

1ダ,24-Ⅵ-1982,1早,9-Ⅷ-1982,1",30-m-1982,1旱，

23-V-1983),鈴蘭台(1f,22-Ⅲ-1939),山の街(1f,23

-X-1954),有馬(2d刻翻,5早早,21-Ⅷ-1958),多井畑(1

タ,1竿,2-Ⅶ-1941),板宿,妙法寺〔北村,1937〕，藍那(7

訊罰,9旱¥,30-m-1978),下谷上(2罰訊,W,17-m-19

79),芦谷渓谷(3J畝,4早子,11-Ⅵ-1982),押部谷木見

(13,5-X-1980),須磨〔戸沢,1936),妙法寺(W,23-W

-1979,2伊罰,25-Ⅶ-1979,1忽,1旱,30-W-1979)。明石

公園(4母子,3-Ⅶ-1976)｡飾磨郡雪彦山(1認,1￥,14-Ⅶ

-1957),家島〔上田,1981〕・姫路市白浜ノ宮(2訊罰,1￥

20-Ⅸ-1979)｡多可郡白山(1罰,2早早,27-V-1973)｡神崎

郡大山村〔西村,1954〕,大河内町砥ノ峯(4exs.,23-W-

1977,17,22-X-1977)｡揖保郡〔大上,1901,1907)･赤穂

郡上郡(17,20-m-1975)｡宍粟郡音水(17,1f,11-W-

1972)｡氷上郡〔山本,1958〕，黒井(2忽乳28-Ⅷ-1950,

YYamamotoleg.)｡出石郡神美村〔北村,1937]・ 城崎

郡神鍋山〔原， 1938〕，出石町魚屋〔高橋,1963,1981〕・

豊岡市山王町〔高橋,1976,1981〕・養父郡氷の山(1研，

1早,21-Ⅶ-1958)｡美浜郡浜坂諸寄〔高橋,1976,1981〕，

美方高原，村岡町耀山〔谷角,1982〕，扇ノ山〔湯浅， 19

60.,辻，岸田, 1972,高橋,1981)。

金剛童子山（1早， 24-Ⅵ-1956)，有馬（1乳21-Ⅷ-

1958)，妙法寺(1ex.,9-X-1978)。多可郡鳥羽(lex.,

29-N-1972, 1ex.,19-m-1975),三谷(lex.,13-m-19

75)｡神崎郡大山村〔西村， 1954〕，大河内町川上（3畝

罰， 2早早, 14-V-1977, 2伊伊, 2早早,21-V-1977,

1￥， 3－Ⅸ-1977)｡揖保郡〔大上， 1901〕，鶏篭山（2訊

3, 1f, 27-V-1970)｡宍粟郡音水(3訊罰,2早早, 31

-V-1970)｡氷上郡〔山本, 1958],神楽〔山本,1958),

春日部村，柏原村，黒井町、生郷村、新井村、芦田村

〔足立，畑中， 1955〕･出石郡神美村〔北村， 1957〕。

城崎郡城崎(lex.,7-V-1970)；香住町山田渓谷〔谷角

1982〕・養父郡氷の山（5￥芋,21-Ⅶ-1958)。美方郡美

方町久須部〔谷角， 1982〕，蘇武岳〔村上， 1958〕，鉢

高原〔高橋， 1975, 1981〕，扇ノ山〔湯浅, 1960.,辻，

岸田， 1972，高橋， 1981〕。

aOnfhophqgusqfriPennis Vhterhouse, 1875

コブマルエンマコガネ（図,6,13）

本種もWaterhouseにより 恥KiushiuandNipon;in

woodsandshadyplacesundertrees〃として記載さ

れている(I.C.,p.77,1875)｡

HaroldはHiogoから記録された(Abhandl.Ver.

Bremen,V:124,1876),HeydenもHiogoから記録され

ている(Deut.Ent,Zeit.,xxiii,Heft. II :339,1879)。

本種も普通に見られる種で糞とか腐肉にやってくる。

松村博士が記載されたO.α〃""O./60"zas,O."Qgzz-

如"zzss,O.s"鞍oi(Ins.Mats.,11巻, 4号, 1937) は共

に本種のシノニムである。上翅基部及翅端前に黄赤紋

を具える個体をα肋.”雌""CMSD'Orbigny,"""O""‐

CMSD'Orbigny,1898と言われているが兵庫県下ではそ

の様な個体には出会っていない。また石垣島にはや、

小型で前胸背のクボミが前によったs"6Sp.j"zGj"zwzα""s

Nomura,1964を産する。

分布は本州，佐漉四国，九州，対馬，朝鮮，満州

と可成り広く産する。

兵庫県下では個体数の多い種である。

幼虫の形態に就いては山下，小島，三宅氏等の報告

力§ある(I.C.,p.4,1978)b

産地：津名郡岩屋(1罰,26-Ⅳ-1959)。洲本市三熊山

〔久松,1973,H.Hirochietc.1977)･川辺郡猪名川町上

阿古谷〔仲田， 1978〕・川西市笹部〔仲田， 1982〕o

Hiogo (Heyden,1879)･神戸市御影〔関, 1933],摩耶

山〔増田，橋本,1941〕・烏原(2伊罰,1-Ⅸ-1937,2￥早，

27-Ⅶ-1951, 1額,2早早， 4－Ⅶ-1971, 1忽,1早,22-Ⅷ-

1971,1罰,2-Ⅷ-1972,1硯,6-Ⅷ-1973,1平,27-Ⅶ-1973,

3ダダ,2¥f,10-m-1974,4ダダ,2早早,10-W-1976,

aOnfhophqgusfOdiensWaterhouse,1875

フトカドエンマコガネ（図,13）

本種もWaterhouseにより 蝋Onaura.Rare〃として

記載された種である(I.C.,p.75-76,1875)。

本種はクロマルエンマコガネO.α"γと大変良く似

ていることから同定がはっきりしなかったのか記録が

割合と少い種である。

関東地方では少いようであるが中部とか近畿にかけ

ては普通にいる種である。クロマルエンマコガネとは

慣れ、ばそれ程区別がむグかし<はなく、 また最近は

多くの図説があるのでそれ程同定に苦労はないと考え

られる。松村博士によって命名されたO.吻娩z‘sEz""S，

O.s〃γ"""ss,O."s"o"ilO.j"gjZz"zzss,O. so加S"""S,

(Ins.Mats., 11巻, 4号, 1937)は総て本種のシノニ

ムである。分布としては本州、佐渡島，四国，九州、

済州島，朝鮮，満洲，支那である。

兵庫県下にもクロマルエンマコガネより個体数は少

いようだが広く分布しているようである。幼虫に就い

ては山下，小島，三宅氏の報文がある (1980)。

産地：川西市一の鳥居(1乳22-Ⅵ-1952)，笹部〔仲

田,1982〕・神戸市烏原(1¥,10-VI-1956),山の街(23

",30-W-1950,13,17-V-1953,13,16-V-1954),丹
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とは残念ながらどうも産地を間違っていたのではない

かと言う気がしていた。 ところが最近神戸の英字新聞

ジャパンクロニクル社が大正7年(1918)に、Jubilee

Numberl868-1918〃を編集・発行したのを訳したも

のを職のじぎく文庫〃で、神戸外国人居留地〃と題し

て出版された(1980％その中で兵庫開港(1968年)当時の

神戸の様子が説明してあるが摩耶山と神戸（現在の生

田神社付近）の間には非常にたくさんの野生の鹿力ざい

たと（(摩耶山上にも兆また摩耶山には野猿も多くいた

とある。こうなってくると奈良での本種が鹿の糞に多

くやってくることから摩耶山麓に多産したと言う記録

は事実なのかもしれない。現在の状況からは神戸市内

での糞虫類の採集は大変困難になって来ているが日本

鹿は県の中央部あたりではまだ割合いることだし（19

82年神戸市内の烏原貯水池畔で鹿が出没して新聞ダネ

になった。筆者も目撃したがどうも之は飼育されたも

のが逃れていたもの国ようである。また1983年2月26

日神戸新聞紙上では但馬，丹波，播州でニホンジカに

よる林業被害が著しいのでその対策をたてるため59年

度から3ヶ年計画で猟友会の援助を受けて前記3地域

の生息調査を行うことが大きく報じられている。同時

に毎年県下で狩猟により約2700頭のオスジカカ乱捕獲さ

れていると。シカの肉も売っているし、シカ肉のサシ

ミも結構おいしい)。またこのヤマトエンマコガネ石田

氏によると馬糞にも来ているようだし、三宅義一氏に

よると人糞にもくるようで（昆虫と自然， 5巻， 1号，

p.9-15,1970),そういった意味合からすれば県下の何

処かで棲息している可能性もあるわけで大変興味のあ

る種と言える。

産地：神戸[Harold,1874),摩耶山麓[Waterhouse,

1875〕。

生山(17,5-V-1956)｡神崎郡大山村〔西村,1954]･多可

郡三谷(1罰,1¥,15-Ⅸ-1974,13,2早早,29-Ⅸ-1974)。

相生市三濃山(17,6-V-1973)｡氷上郡〔山本,1958)・

出石郡出石町相野〔高橋,1963,1981〕･豊岡市妙楽寺〔谷

角， 1982〕･養父郡関宮町葛畑〔谷角， 1982〕。美方郡蘇

武岳〔村上,1959〕，村岡町耀山〔谷角,1982〕,扇ノ山〔湯

浅,1960,辻,岸田, 1972,高橋, 1981]。

IQOnfhophqgusjqponicus Harold, 1874

ヤマトエンマコガネ

HaroldによりLenz,Tuisonの採集品で記載された

種である。産地をはっきりと書いてないがLenzは18

74～1880年の間神戸に在留しその間甲虫類を採集した

人であるから当然この産地は神戸と言うことになると

考えられる(Abhandl.Nat・Ver.Bremen,iv,1874,p.

290入その翌年Waterhouseは、HiogoandOsaka.

AtthefootofMaiyasanithasoccurredingreat

plenty〃として本種を記録している(I.C.,p.76-77,1875)｡

Waterhouseの記録はG・Lewisの採集品によるわ

けで兵庫にしる大阪にしる多くいると言う記録は注目

しなくてはならない。両地共この記録以外現在に至る

までほとんど採集されていないと考えられる。本種が

分布しているのは本州では奈良の春日山と佐渡島ｶぎ知

られていた。奈良の春日山では戦前可成りたくさんい

た様である（故米谷正司氏が採集された本種の標本を

頂いて現在も保管している兆戦後、後藤光男，土井仲

治郎両氏のまとめられた、奈良県の糞虫〃 （大和の昆

虫, NQ3/4,p.36-47, 1966)の中でもﾞ奈良公園，春

日山，高円山等比較的広く分布する〃とされ当時はま

だいたように思われるが最近は非常に少くなったこと

は古くから奈良の糞虫に詳しい河野伊三郎氏も述べら

れていたが後藤光男氏も最近手紙でやはり可成り少く

なっていることを御教示下さった（減少の理由はよく

わからない兆佐渡島での産出状況に就いては全く知ら

ない。石田正明氏は秋田県の本種に就いて大変興味の

ある報告をしておられる （昆虫と自然， 3巻， 11号，

p.4, 1968, 4巻, 9号, p.16,1969)｡1978年実施された

環境庁の第2回自然環境保全基礎調査昆虫類の中で岩

手県でや、いると言う報告が出ていた。大体以上が筆

者が知り得た本種の日本での産地である。

分布は国外で朝鮮支那が知られている。 ところで神

戸市での本種であるが摩耶山麓に多産したと言う記録

は大変うれしいのだがはたしていたのかどうか大変疑

わしく少くとも記録が間違いないとすれば戦前のある

時期追加記録が出ていても不思議ではなく全く無いこ

Ⅳ､Onfhophqguslenzi Harold, 1874

カドマルエンマコガネ（図,7,14）

Haroldが記載した種である｡種名にあるLenz,'Iilison

が採集した甲虫類を研究して発表した論文の中におい

て識ありLenzは神戸に在留して採集をした人であるか

らはっきりと基本産地の明記は無いｶ神戸での採集品

であることは間違いない(Abhandl.Nat.Ver.Bremen,

W:290, 1874)｡Waterhouseは翌年､Nippon,Yesso.

Abundant〃と記録している (I°C.,p.75,1875)｡

本種の幼虫の図説とか生態に就いての報告は多くあ

る （芳賀昭治，新昆虫， 6巻， 2号, p.15-18, 1953.

水田国康， あきつ， 7巻， 1号, p.9-12, 1958．林長

閑， 1959)。

分布は広く北海道から九州まで対馬， トカラ中之島
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あたりまでに産し台湾，朝鮮，満洲，支那に及ぶ。

兵庫県下でも広く普通に産する種である。

産地：津名郡岩屋(1忽， 26-Ⅳ-1959)，津名町大町

〔堀田， 1974〕・洲本市〔堀田， 1959〕，安乎町〔堀田,19

74〕，山武牧場〔堀田， 1979〕・川西市大和，見野〔仲田

1978,1982]｡Hiogo[Harold,1874)･神戸市御影〔関，

1933〕，摩耶山〔増田,橋本,1941〕，烏原(1手,1-Ⅸ-193

7,3罰伊,4-Ⅵ-1938,1手,9-Ⅶ-1939,2忽罰,1￥,26-Ⅶ-

1938)，板宿,妙法寺,多井畑〔北村,1937〕，広野(1ex.，

25-Ⅶ-1955,5伊乳7早早,25-Ⅸ-1955)，押部谷町木見

(13,16-w-1980, 17,5-X-1980)｡加古川市加古川町

原(5exs.,1-W-1954)。加西市畑(13, 13-W-1974)｡加

東郡社町(17, 8-X-1972)｡神崎郡大山村(7翻罰,1f,

23-Ⅸ-1952） 〔西村,1954，高橋， 1981〕・ 多可郡三谷

(11ダダ,4￥旱,15-Ⅸ-1974, 2罰乳19-Ⅳ-1975,4訊訊

4早早,3-V-1975, 14駁畝,W,13-m-1975)b佐用郡上

月(1¥,3-V-1952),大撫山(3翻訊,W,15-m-1971)b

氷上郡〔山本,1952,1958〕，春日部村，黒井町,生郷村，

新井町，芦田町，神楽村〔足立,畑中,1955〕･出石郡神

美村〔北村,1937〕，出石町宮内〔高橋,1963,1981〕･豊岡

市内寿〔高橋,1975,1981〕・養父郡氷の山(4乎子， 27－

Ⅵ-1956, 3罰研,6早早,21-V-1958)[高橋,1959), 関
宮町葛畑〔谷角， 1982〕・美方郡湯村(4硯乳1旱,22-

Ⅶ-1952)〔高橋,1981〕，村岡町耀山，美方高原〔谷角，

1982〕，扇ノ山〔湯浅,1960,辻,岸田, 1972,高橋, 19

81〕。

-K-1974, 1ex.,13-W-1974)｡神崎郡大河内町川上(1e

x.,14-V-1977,4exs.,21-V-1977)｡佐用郡大撫山(1ex.,

15-Ⅸ-1971)｡宍粟郡音水(1ex.,20-W-1959),三室山

〔野村,1976〕・氷上郡〔山本,1958〕,黒井(1割,28-Ⅷ-19

50,YLYamamotoleg.兆城崎郡神鍋山〔原,1938)･養父

郡氷の山(3exs.,21-m-1958)(奥谷,1953,野村,1976,

高橋， 1981〕。

13．．nffDophqgusoce"qfopuncfofusWaterhouSe,

1875 アラメエンマコガネ

Waterhouseにより 執Hiogo.Seabeach.〃を産地に

記載された種である(1875)｡Lewisも蝋HiogoinAu-

gustl871,andonthesandhillsatHakodate〃 と記

録している。それ以外に兵庫県下での記録は残念な力ぎ

ら無い。瀬戸内側の海岸線が全く海浜と言う状況の所

が皆無となってしまった現在はたして本種がいるのだ

ろうか？ いるとすれば戦前まだ海浜の残っていた状

況下での上記記録以外の記録があってもと考えられる

力鍵一一。

淡路島とか県の日本海側の海浜あたりを探せばある

いはと言う期待はあるがどうも良くわからない種であ

る。

分布は本州，北海道となっている。本州の東北地方

の海岸の牛糞に来ると言う記録がある。全国的に海岸

線の破壊は著しく、 また牛・馬の特定の場所にしかい

ない状況下でこの種がどの様に分布しているのか大変

興味があると思う。

産地:Hiogo (Waterhouse,1875,Lewis,1895)

12. "OnfhophqgusnifidUs･ Vhterhouse,1875

ツヤマルエンマコガネ（図,14）

Waterhousにより 帆HiogoandNagasaki.Incarr-

ionandinbottlessetwithmeat"として記載された

種である (G.Lewisleg.,I.C.,p.78-79, 1875)｡

黒色で光沢ある種で原記載にもあるように腐肉に来

る性質をもっているので腐肉トラップを装置すると採

集し易い。分布は広く本州，佐渡島，伊豆諸島,四国，

九州，隠岐島，壱岐に産し、屋久島にはs"bsb."ん"s‐

""α"zfsNb加"ftZ,1976を産する。兵庫県下にも個体

数はそれ程多くない力ざ広く分布している種と考えられ

る。

産地：川辺郡猪名川町内馬場〔仲田， 1982〕・ 川西

市笹部〔仲田,1982〕’一庫〔柴内,1950)｡Hiogo(Wate-

rhouse,1875]・神戸市六甲山〔柴内,1950],摩耶山〔増

田,橋本,1941〕，烏原(1ex.,4-m-1974,1¥,27-W-1976,

4exs.,8－Ⅷ-1976,1ex.,13－Ⅵ-1980, 1ex., 9－Ⅷ-1980,

1￥,29-Ⅵ-1981)，有馬(1ex.,21-m-1978)。 明石市明

石公園(1ex.,12-m-1978)。多可郡加美町三谷(1ex.,29

14．onfhophdgusohbqyqshiNomura,1939

ナガスネエンマコガネ

野村鎭氏が大林一夫氏採集の広島県尾道産1欲2

早早を図入りで記載された種である (NipponnoKo-

chu, 3巻, 1号, p.35-37, 1939)b

ダの前雁節が長く発達していることが和名の由来で

ある。分布は本州と中支になっている。奈良では鹿の

糞の中に普通に見られると言われていて、人糞にもく

ると記録されている〔後藤，土井， 1966．三宅,1970〕・

兵庫県下では記録力罫大変少いが調査が不充分の種の

ようである。図説は原記載以外後藤氏(1955)，中根博

士(1963)のものがある。

産地：川西市一庫〔仲田， 1978,1982〕。氷上郡〔山

本， 1958〕，神楽村〔山本， 1952〕，柏原（1忽,25-Ⅷ-

1954,YYamamotoleg.)。
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Fig.5. クロマルェンマコガネOnthophagusaterWaterhouse,1875
10-V-1959,忽．体長: 10mm.神戸市山の街産

Fig.2.マメダルマコガネ

Panelusparvulus(Waterhouse,1874)

Fig.6.コフマルエンマコガネOnthophagusatripennisWaterhoLIse
l875左ざ1 10-VI-1969体良: 9mm.神戸I|j烏原産

右￥体長：8.5mm．

Fig.3.チビコエンマコガネ 3

Caccobiusunicornis (Fabricius,1798)

Fig.7.カドマルエンマコガネOnthophaguslenziHarold,1874
左、 J27-VI-1958.体長: 11,5mm，養父郡氷の山産

右， 伊15-Ⅸ-1974．体長: 11mm. 多可郡三谷産

Fig.4.左． ダイコクコガネCoprisochus(Motschulsky,186())
715-m1974,体長25mm多nl郡加美IH1三谷産

右． ゴホンダイコクコガネCoprisacutidesMotschuls

上〈訊下早13-m1975体長15mm 多可郡加美町三谷朧

､ネCoprisacutidesMotschulsky,1860

体長15mm 多可郡加美町三谷産
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季

〃

Fig.8. 、ソノコガネLiatongusphanaeoides(Westwood,1840)

養父郡氷ノ山産左3．体長: 10mm,右¥.体長： 9mm，

27Ⅶ 1958

Fig.1().ゴホンダイコクコガネ

ダイコクコガネ

分布概念図

○
●

Fig.9. アカマダラセンチコガネ

マメダルマコガネ

分布概念図

○
● Fig.11. ヒメコエンマコガネ ○

マヘカドコエンマコガネ●

分布概念図
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Fig.12. チビコエンマコガネ
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Fig.13. コブマルエンマコガネ
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Fig.15. マルエンマコガネ
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